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　 Ｂ ０ １ Ｄ 3 9 / 2 0 　 　 　 Ｄ 　 　 　
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【 手 続 補 正 書 】
【 提 出 日 】 令 和 4 年 6 月 2 8 日 ( 2 0 2 2 . 6 . 2 8 )
【 手 続 補 正 １ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 特 許 請 求 の 範 囲
【 補 正 対 象 項 目 名 】 全 文
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 炭 化 珪 素 質 多 孔 質 体 の 隔 壁 に よ り 仕 切 ら れ た 軸 方 向 に 貫 通 す る 多 数 の 流 路 を 有 す る 炭 化  
珪 素 質 セ ラ ミ ッ ク ハ ニ カ ム 構 造 体 で あ っ て 、 前 記 隔 壁 が 、 金 属 珪 素 を 含 ま ず 、 骨 材 と な る  
炭 化 珪 素 粒 子 と 、 前 記 炭 化 珪 素 粒 子 を 結 合 す る 結 合 層 と を 有 し 、 前 記 結 合 層 が 、 少 な く と  
も コ ー デ ィ エ ラ イ ト 相 と ス ピ ネ ル 相 と を 含 み 、 前 記 コ ー デ ィ エ ラ イ ト 相 の モ ル 比 M 1 ［ ＝  
コ ー デ ィ エ ラ イ ト 相 / ( コ ー デ ィ エ ラ イ ト 相 ＋ ス ピ ネ ル 相 ) ］ が 0 . 4 ～ 0 . 9 で あ り 、 前 記 隔  
壁 の 気 孔 率 が 3 8 ～ 5 0 ％ で あ り 、 前 記 隔 壁 の メ ジ ア ン 細 孔 径 が 5 ～ 2 0 μ m で あ る こ と を 特  
徴 と す る 炭 化 珪 素 質 セ ラ ミ ッ ク ハ ニ カ ム 構 造 体 。
【 請 求 項 ２ 】
　 炭 化 珪 素 粒 子 と 、 ア ル ミ ナ 源 粒 子 及 び マ グ ネ シ ア 源 粒 子 を 含 む 結 合 材 と 、 有 機 バ イ ン ダ  
ー と を 配 合 し 、 混 合 、 及 び 混 練 し て 得 ら れ た 坏 土 を ハ ニ カ ム 形 状 に 押 出 成 形 し 、 得 ら れ た  
成 形 体 を 乾 燥 後 、 1 2 0 0 ～ 1 3 5 0 ℃ の 温 度 範 囲 で 、 大 気 雰 囲 気 下 で 焼 成 す る 方 法 で あ っ て  
、 前 記 坏 土 が 金 属 珪 素 及 び 造 孔 材 を 含 ま な い こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 1 に 記 載 の 炭 化 珪 素  
質 セ ラ ミ ッ ク ハ ニ カ ム 構 造 体 を 製 造 す る 方 法 。
【 請 求 項 ３ 】
　 前 記 ア ル ミ ナ 源 粒 子 及 び 前 記 マ グ ネ シ ア 源 粒 子 を 、 モ ル 比 M 2 ［ ＝ ( A l 2 O 3 ) / ( A l 2 O 3 +  
M g O ) ］ 0 . 3 2 ～ 0 . 5 0 で 配 合 す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 2 に 記 載 の 炭 化 珪 素 質 セ ラ ミ ッ  
ク ハ ニ カ ム 構 造 体 の 製 造 方 法 。
【 請 求 項 ４ 】
　 前 記 炭 化 珪 素 粒 子 1 0 0 質 量 ％ に 対 し て 、 前 記 ア ル ミ ナ 源 粒 子 及 び 前 記 マ グ ネ シ ア 源 粒  
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子 を 合 計 で 6 ～ 1 5 質 量 ％ 配 合 す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 2 又 は 3 に 記 載 の 炭 化 珪 素 質 セ  
ラ ミ ッ ク ハ ニ カ ム 構 造 体 の 製 造 方 法 。
【 請 求 項 ５ 】
　 前 記 結 合 材 の ア ル ミ ナ 源 粒 子 が ア ル ミ ナ 粒 子 又 は 水 酸 化 ア ル ミ ニ ウ ム 粒 子 で あ り 、 マ グ  
ネ シ ア 源 粒 子 が 酸 化 マ グ ネ シ ウ ム 粒 子 又 は 水 酸 化 マ グ ネ シ ウ ム 粒 子 で あ る こ と を 特 徴 と す  
る 請 求 項 2 ～ 4 の い ず れ か に 記 載 の 炭 化 珪 素 質 セ ラ ミ ッ ク ハ ニ カ ム 構 造 体 の 製 造 方 法 。
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